
今回のテーマ

基礎から身につく

の

問題１ 問題２

確認テストを 解いてみよう
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Q1

Q2

回
は
、
事
実
と
異
な
っ
た
決
算

書
を
作
成
す
る
利
益
操
作
に
つ

・
株
価
を
高
く
維
持
し
、
増
資
を
容
易

に
し
た
り
、
経
営
者
と
し
て
の
地
位
保

全
を
図
っ
た
り
す
る

②
利
益
を
過
少
に
計
上
す
る
理
由

・
課
税
所
得
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
法
人
税
等
を
不
当
に
引
き
下
げ
る

・
業
績
を
悪
く
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

得
意
先
と
の
取
引
価
格
の
維
持
を
図
る

・
利
益
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
株

主
配
当
金
の
支
払
い
を
抑
え
る

　

利
益
操
作
は
、
利
害
関
係
者
に
対
し

て
誤
っ
た
企
業
実
態
情
報
を
提
供
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
公
正
な
納
税
や
企
業

間
取
引
等
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
、
容
認

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
益
が
過
大
表
示
と
な
る 

利
益
操
作
に
は 

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？ 

　

損
益
計
算
書
上
、
利
益
を
求
め
る
に

は
、
次
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

・
利
益
＝
収
益

－

費
用

　

利
益
を
過
大
に
計
上
し
た
い
場
合
に

は
、
収
益
を
過
大
に
計
上
す
る
か
、
費

用
を
過
少
に
計
上
す
れ
ば
可
能
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
は
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
、
損
益
計
算
書
で
利

益
操
作
を
行
う
と
、
貸
借
対
照
表
に
も

影
響
が
出
ま
す
。
貸
借
対
照
表
に
お
け

る
影
響
に
つ
い
て
、
損
益
計
算
書
と
貸

借
対
照
表
で
構
成
さ
れ
る
残
高
試
算
表

（
図
表
）を
使
っ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
図
表
か
ら
次
の
算
式
が
成
り
立

つ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

・
費
用
＋
資
産
＝
収
益
＋
負
債
＋
資
本

　

収
益
を
過
大
に
計
上
す
る
場
合
に

は
、
資
産
の
増
加
も
し
く
は
負
債
の
減

少
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
費
用
を
過
少

に
計
上
す
る
場
合
に
も
、
資
産
の
増
加

も
し
く
は
負
債
の
減
少
を
伴
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
損
益
計
算
書
上
の
利

益
を
過
大
計
上
す
る
際
に
は
、
貸
借
対

照
表
の
資
産
が
過
大
計
上
さ
れ
る
か
、

負
債
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

架
空
売
上
の
計
上
な
ど
が
該
当

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
操
作
が
利
益
の
過
大
計
上
に
つ
な

が
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

ⓐ
架
空
売
上
の
計
上
（
売
上
高
の
過
大

計
上
・
売
掛
金
の
過
大
計
上
）

ⓑ
期
末
在
庫
の
過
大
計
上
（
売
上
原
価

の
過
少
計
上
・
棚
卸
資
産
の
過
大
計

上
）

ⓒ
減
価
償
却
費
の
過
少
計
上
（
費
用
の

過
少
計
上
・
固
定
資
産
の
過
大
計
上
）

ⓓ
貸
倒
損
失
の
未
計
上
（
費
用
の
過
少

計
上
・
売
掛
金
の
過
大
計
上
）

ⓔ
期
末
確
定
債
務
の
未
計
上
（
費
用
の

過
少
計
上
・
買
掛
債
務
の
過
少
計
上
）

利
益
が
過
少
表
示
と
な
る 

利
益
操
作
に
は 

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

　

損
益
計
算
書
上
、
利
益
を
少
な
く
見

せ
た
い
と
き
は
、
Ｑ
２
と
は
反
対
に
収

益
を
過
少
に
計
上
す
る
か
、
費
用
を
過

大
に
計
上
す
れ
ば
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
に
お
け
る
影
響
に
つ
い

て
も
、
残
高
試
算
表
の
関
係
性
か
ら
分

か
り
ま
す
。
収
益
を
過
少
に
計
上
す
る

場
合
に
は
、
資
産
の
減
少
も
し
く
は
負

債
の
増
加
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
費
用
を
過
大
に
計
上
す
る
場
合

に
も
、
資
産
の
減
少
も
し
く
は
負
債
の

増
加
を
伴
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
損
益
計
算
書
上
の
利

益
を
過
少
計
上
す
る
際
に
は
、
貸
借
対

照
表
上
の
資
産
が
過
少
計
上
さ
れ
る

か
、
負
債
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。売

上
の
繰
延
べ
な
ど
が
該
当

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
操
作
が
利
益
の
過
少
計
上
に
つ
な

が
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

㋐
売
上
の
翌
期
繰
延
べ
（
売
上
高
の
過

少
計
上
・
売
掛
金
の
過
少
計
上
）

㋑
期
末
在
庫
の
過
少
計
上
（
売
上
原
価

の
過
大
計
上
・
棚
卸
資
産
の
過
少
計

上
）

㋒
翌
期
仕
入
の
計
上
（
費
用
の
過
大
計

上
・
買
掛
債
務
の
過
大
計
上
）

㋓
資
本
的
支
出
の
修
繕
費
の
計
上
（
費

用
の
過
大
計
上
・
固
定
資
産
の
過
少
計

上
）

㋔
貸
倒
引
当
金
の
過
大
計
上
（
費
用
の

過
大
計
上
・
負
債
の
過
大
計
上
）

い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

利
益
操
作
っ
て
何
？ 

な
ぜ
利
益
操
作
を 

行
う
の
？

　

利
益
操
作
と
は
、
実
際
の
利
益
よ
り

も
過
大
に
計
上
し
た
り
、
過
少
に
計
上

し
た
り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
上
、
決
算
書
は
一
般
に
公

正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
基
準
に
従

っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
特
定
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い

場
合
に
、
経
営
者
の
意
図
に
よ
っ
て
利

益
操
作
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
経
営
者
が
利
益
操
作
を
行
う
理
由

は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

①
利
益
を
過
大
に
計
上
す
る
理
由

・
企
業
業
績
や
財
務
内
容
に
関
す
る
信

用
を
高
め
、
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調

達
を
容
易
に
す
る

・
公
共
工
事
を
請
け
負
う
建
設
業
者
が

経
営
事
項
審
査
で
の
格
付
け
向
上
を
狙

う・
新
規
得
意
先
と
の
取
引
の
開
始
や
、

既
存
取
引
先
と
の
取
引
維
持
を
図
る

今

利益操作

八木正宣●やぎ・まさのぶ
税理士事務所ＳＢＬ所長・税理士。
会計事務所等での勤務を経て平成
16年税理士事務所ＳＢＬを開設。
企業支援と相続関連業務に強み。

第 回10

次の①～④のうち、利益の過少計上に
つながる操作として誤っているものを
選んでください。

売上の翌期繰延べ

期末在庫の過少計上

翌期仕入の計上

貸倒損失の未計上

１

２

３

４

次の①～④のうち、利益を過大に計上
する理由として誤っているものを選ん
でください。

金融機関からの資金調達を容易にする

公共工事を請け負う建設業者が経営事項
審査での格付け向上を狙う

株主配当金の支払いを抑える

新規得意先との取引の開始や、既存取引
先との取引維持を図る

１

２

３

４

●残高試算表の構造

費用
収益

負債

資本

資産

利益

解答 問題１-③　問題２-④


